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懸け橋
船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと
「在宅医療でつなぐ手、つながる心」

船橋市医師会 ICT担当理事
習志野台整形外科内科院長 宮川 一郎

皆さま、いかがお過ごしでしょうか。暑さ厳しい中、日々の医療・介護活動にご尽力い
ただき心から敬意を表します。さて、私事ながら2018年より船橋市在宅医療支援ふ
なぽーとの理事となり、副担当理事、そして現在はICT関連のサポートをさせていた
だく立場にあります。陰ながらではありますが、職員や関係者の皆さまとともに地域
医療・介護の推進に寄与できることを誇りに思っております。

2025年、船橋市在宅医療の中核組織である「ひまわりネットワーク」の代表に、医師
会理事として第一線でご尽力されている深沢琢也先生が就任されたことは、大変喜
ばしいニュースであり、地域の医療・介護体制のさらなる発展に期待を寄せておりま
す。深沢先生のリーダーシップの下、船橋市は一層強固な連携と新たな取組みを進
めていくことでしょう。

しかしながら、私たちを取り巻く環境は刻々と変化しています。異常気象の頻発や海
水温の上昇、突如襲来する台風や豪雨など、気候変動の影響が日常生活に大きく
影響しています。これらは医療や介護を取り巻く環境の複雑さを増す要因ともなって
います。特に、超高齢社会においては、「8050問題」や「2025年問題」、更には少子高
齢化の局面である「2040年問題」や人口減少に伴う担い手不足など、多くの課題が
山積しています。

人件費の高騰に対し、増えない年金や少ない財政負担、ケアマネジャー不足、さらに
はサービス提供者の負担増からくるバーンアウト現象も深刻です。医療機関や介護
サービス事業所の経営もかつてないほど厳しさを増し、倒産の危機に直面している
施設も少なくありません。このような状況の中では、私たち一人ひとりができることは
何か、真剣に考える必要があります。

今後は、安心・安全なケアの提供を確保しながら、業務の効率化と負担軽減を実現
し、働きやすい環境の整備が急務です。若い世代にとっても魅力的な業界となり、未
来を託せる地域の基盤づくりを進めていくことが重要です。

このような折に、船橋市と連携しながら活動を続ける「船橋市在宅医療支援ふなぽー
と」と、「ひまわりネットワーク」の連携は、非常に意義深いものです。大塚佳子担当
理事を中心に、関係者の皆さまが一丸となって、さらなる飛躍と発展を目指すことを
心から願っております。

最後に、船橋市が地域医療・介護の未来をより良きものとするべく、皆さまのご努力
とご協力に期待しつつ、今後のご活躍とご多幸をお祈り申し上げます。



在宅医療についての相談や出
前講座などのご依頼、お待ちし
ております。

総括者だより
訪問看護認定看護師 佐々木ゆかり

令和7年度 運営連絡調整
会議を開催しました

各職能団体のみなさまにご
参加いただき、各団体が抱え
ている「地域課題」について情
報共有し、意見交換をいたし
ました。
今後も、連携、協働を大切に、
課題解決に向けて取り組んで
いけたらと思います。
引き続きよろしくお願いいたし
ます。
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船橋市北本町１－１６－５５

船橋市保健福祉センター１階

TEL ： ０４７－４０９－１７３６

FAX ： ０４７－４０９－１９１２

Ma i l： info@funabashi-zaitaku.com

H P ： https://www/funaport.com/

運営時間 平日 午前 ９ 時 ～ 午後 ５ 時

（土日祝・年末年始はお休み）

★お気軽にお問い合わせください

暑すぎて危険な夏が続いておりましたが、10月に入り
やっと秋めいてきました。相談業務に関しては、比較的相
談が少ない状況になっています。全体で落ち着いて来て
いるのか、他の相談窓口の状況も気になるところです。
一方、様々な課題を抱える相談ケースは増えており、本
人や家族の状況により、連携先につなげるにも時間がか
かることもあります。
しばらく通院できていない、最近様子が見えないなど、
多くの目で気づき、支えていけますよう、今後ともよろしく
お願いいたします。

今後の予定

・11月2日（日）：ふなばし健康
まつり…船橋市医師会の
ブースで健康相談等を実施

・11月28日（金）：船橋在宅医
ネット研修会

・令和8年3月：市民公開講座
開催予定（後日、発表予定）
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